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JR連合への総結集と
労使の信頼関係構築へ全力をあげ

職場からの安全確立
政策課題の解決・前進を図ろう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

　

そ
し
て
第
三
部
と
し
て
、
首

藤
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
人
財
戦
略
部
・

岡
松
誠
担
当
部
長
、
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
・
榎
硲
文
野
連
帯
部

長
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
・
中
村
鉄
平

書
記
長
、
そ
し
て
住
吉
一
家
労

働
政
策
局
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
登
壇
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
多
様
な

人
財
の
活
躍
、
労
働
力
移
動
と

の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
議
論

を
展
開
し
た
。
適
正
要
員
と
は

何
か
、
労
働
組
合
の
目
標
は
何

か
、
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に

具
体
的
に
何
を
し
て
い
る
の
か
、

な
ど
様
々
な
課
題
に
踏
み
込
ん

定
を
め
ざ
し
て
い
る
「
新
中
期

労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
盛
り

込
む
具
体
的
な
目
標
に
つ
い
て
、

現
時
点
の
素
案
を
示
す
と
と
も

に
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
Ｊ

Ｒ
産
業
が
持
続
的
な
成
長
を
遂

げ
る
た
め
に
必
要
な
「
高
年
齢

者
の
処
遇
改
善
」「
能
力
開
発
・

キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
明
示
」

な
ど
、
補
完
す
べ
き
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者

と
の
対
話
を
積
み
重
ね
て
い
く

考
え
が
示
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
関
係
労

働
者
が
意
欲
高
く
働
き
続
け
る

た
め
に
、
社
会
の
変
化
を
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
く
べ
き

か
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
得
た

知
見
を
内
外
に
発
信
し
な
が
ら
、

「
新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」

提
言
に
反
映
す
べ
く
議
論
を
深

め
て
い
く
。

と
の
疑
問
を
会
場
に
投
げ
か
け
、

労
働
者
の
声
を
正
確
に
把
握
し

て
社
会
に
発
信
で
き
る
の
は
労

働
組
合
の
み
だ
と
指
摘
し
、
Ｊ

Ｒ
連
合
に
対
し
て
「
も
っ
と
頑

張
れ
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
制
度
改
正
、

人
財
確
保
（
離
職
防
止
）
、
働

き
方
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、

３
単
組
か
ら
の
活
動
報
告
を
受

け
た
。
（
報
告
者
下
枠
参
照
）

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
荻
山
市
朗
会
長

は
、
「
社
会
の
変
化
に
適
切
に

対
応
し
て
、
安
全
を
基
礎
に
Ｊ

Ｒ
が
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
持

続
的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、

労
使
を
あ
げ
て
次
代
へ
の
改
革

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
た
う
え
で
、
「
産

業
の
大
転
換
期
を
迎
え
る
中
で
、

魅
力
あ
る
産
業
を
創
り
上
げ
る

改
革
を
進
め
て
い
く
べ
き
」
と

訴
え
た
。

　

第
一
部
で
は
、
雇
用
・
労
働

関
係
の
専
門
家
で
あ
る
立
教
大

学
経
済
学
部
の
首
藤
若
菜
教
授

を
招
き
、
「
雇
用
情
勢
の
変
化

へ
の
対
応
と
労
働
組
合
の
役
割
」

と
題
し
、
基
調
講
演
を
受
け
た
。

首
藤
教
授
は
「
人
口
が
減
少
す

る
中
、
日
本
の
労
働
力
不
足
は

こ
れ
か
ら
本
格
化
し
て
い
く
」

と
の
展
望
を
示
し
、
「
離
職
の

原
因
は
賃
金
ば
か
り
で
は
な
い
。

労
働
者
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す

る
中
で
、
誰
も
が
働
き
や
す
い

職
場
に
な
っ
て
い
る
か
が
重
要
」

と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

「
労
働
組
合
の
役
割
を
政
府
や

企
業
に
奪
わ
れ
て
い
な
い
か
」

首藤若菜教授

だ
興
味
深
い
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
新
中

期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
（
２
０
２
４
〜

２
０
２
８
）
策
定

Ｐ
Ｔ
事
務
局
の
宮

野
勇
馬
企
画
局
長

か
ら
、
新
中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
Ｐ
Ｔ
の
取
り

組
み
報
告
と
２
０

２
４
年
６
月
の
策

パネルディスカッションで熱い討議を繰り広げたパネリストのみなさん

　

10
月
３
日
、
京
都
市
内
に
お
い
て
、
第
14
回
政
策
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟
単
組
組
合
員
、

連
合
加
盟
産
別
・
交
運
労
協
な
ど
を
含
め
約
３
５
０
人

が
参
集
し
た
。

　

「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
将
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
厳
し
い
雇
用

情
勢
の
中
で
人
財
の
定
着
・
確
保
を
図
る
た
め
に
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発
展
を
支
え

る
人
財
の
定
着
・
確
保
に
着
目
し
、
私
た
ち
が
向
き
合

う
べ
き
雇
用
情
勢
の
変
化
に
対
し
て
議
論
を
深
め
、
有

識
者
か
ら
の
基
調
講
演
や
、
加
盟
単
組
が
参
加
す
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
知
見
を
得
た
。

　

ま
た
、
新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０
２
４
〜

２
０
２
８
）
策
定
Ｐ
Ｔ
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
を
行

う
と
と
も
に
、
前
日
開
催
し
た
同
Ｐ
Ｔ
第
７
回
会
合
で

意
思
統
一
し
た
、
新
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
て
の
課
題

認
識
を
示
し
た
。

　

連
合
は
10
月
５
日
、
６
日

に
か
け
て
第
18
回
定
期
大
会

を
開
催
し
、
今
後
２
年
間
の
運

動
方
針
な
ど
を
確
立
す
る
と
と

も
に
、
新
役
員
を
選
出
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
加
盟
各
単
組

と
と
も
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
傍
聴

も
含
め
て
総
勢
30
人
が
出
席

し
た
。

　

冒
頭
挨
拶
で
芳
野
友
子
会
長

は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
・
物
価
高
・

円
安
の
三
重
苦
を
克
服
で
き
る

の
は
、
賃
上
げ
し
か
な
く
、
国

を
あ
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
」
と
賃
上
げ
の
必
要
性
を
訴

え
た
ほ
か
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

多
様
性
推
進
、
特
に
労
働
組
合

の
女
性
役
員
を
増
や
す
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、

加
盟
各
組
織
の
理
解
と
協
力
を

求
め
た
。

　

来
賓
に
は
、
岸
田
文
雄
内
閣

総
理
大
臣
、
武
見
敬
三
厚
生
労

働
大
臣
、
立
憲
民
主
党
・
泉
健

太
代
表
、
国
民
民
主
党
・
玉
木

雄
一
郎
代
表
ら
が
駆
け
付
け
、

そ
れ
ぞ
れ
賃
金
引
き
上
げ
の
必

要
性
に
触
れ
る
な
ど
、
連
帯
の

挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
執
行
部
か
ら
の

運
動
方
針
提
案
の
後
、
９
人
の

代
議
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
、
政
所

大
祐
事
務
局
長
が
先
陣
を
切
っ

て
発
言
を
行
い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
取
り
組
み
を
進
め
る
決

意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
後

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う

な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
社
会
混
乱

が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、

今
回
得
ら
れ
た
知
見
や
教
訓
な

ど
を
共
有
・
分
析
し
、
感
染
拡

大
期
に
お
け
る
公
共
交
通
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
を
支
え
続
け

る
産
業
へ
の
支
援
の
必
要
性
に

つ
い
て
訴
え
た
。
ま
た
、
２
０

２
４
春
季
生
活
闘
争
で「
継
続
」

を
意
識
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
や
、

物
流
お
よ
び
建
設
業
に
お
け
る

深
刻
な
「
２
０
２
４
年
問
題
」

に
つ
い
て
社
会
機
運
を
高
め
る
必

要
性
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
す
べ
て
の
者
を

組
織
化
で
き
て
い
な
い
現
状
に

触
れ
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
に

つ
い
て
連
合
の
支
援
を
求
め
た
。

　

発
言
に
対
し
、
連
合
の
清
水

秀
行
事
務
局
長
か
ら
は
、
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な

感
染
症
が
再
び
発
生
し
た
場
合

に
備
え
て
、
柔
軟
か
つ
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
政
府
へ
提

言
を
行
う
。
２
０
２
４
年
問
題

に
つ
い
て
、
す
で
に
様
々
な
場

で
政
府
に
対
し
て
発
信
を
し
て

い
る
が
、
利
用
者
の
意
識
改
革

を
含
め
、
何
が
で
き
る
か
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
」
な
ど
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

　

役
員
選
挙
で
は
、
芳
野
会
長

と
清
水
事
務
局
長
の
再
選
が
承

認
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
は
荻
山
会
長
が
中
央
執
行
委

員
に
再
任
さ
れ
た
。

　

交
運
労
協
は
10
月
12
日
、

「
連
携
・
協
働
・
共
創　

交
通

運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

持
続
可
能
な
再
構
築
を
め
ざ
し
、

社
会
的
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い
労

働
環
境
を
実
現
し
よ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
第
39
回
定
期
総
会

を
開
催
し
、
向
こ
う
１
年
の
活

動
方
針
を
決
定
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
、
荻
山
会
長
が
副
議

長
、
慶
島
譲
治
特
別
執
行
委
員

が
事
務
局
長
、
政
所
事
務
局
長

が
幹
事
と
し
て
参
画
し
た
ほ
か
、

執
行
部
と
各
単
組
か
ら
総
会
代

議
員
計
６
人
と
、
地
方
交
運
労

協
派
遣
役
員
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
住
野

敏
彦
議
長
は
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染

症
法
上
の
分
類
変
更
と
社
会
変

化
、
多
発
す
る
自
然
災
害
、
深

刻
な
人
手
不
足
等
を
あ
げ
つ
つ
、

人
財
確
保
の
取
り
組
み
や
政
策
・

政
治
活
動
の
重
要
性
を
強
く
訴

え
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
間
取
り

組
ん
で
き
た
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
か
か
る
課
題
へ
の

対
応
、
改
正
地
域
交
通
法
の
も

と
で
の
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
の
再
構
築
、
物
流
ク
ラ
イ

シ
ス
（
２
０
２
４
年
問
題
）
へ

の
対
応
等
を
重
要
課
題
と
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
産
別
の
枠
を

超
え
た
行
動
が
必
要
で
あ
る
と

呼
び
か
け
た
。

　

議
事
に
入
り
質
疑
応
答
で
は
、

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
吉
田
春
菜
執

行
委
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
男
女
平
等

参
画
推
進
委
員
会
副
委
員
長
）

が
発
言
に
立
ち
、
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
、
物
流
・
建
設
業

の
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
、

男
女
平
等
参
画
・
多
様
性
推
進

の
３
点
に
つ
い
て
発
言
し
、
交

運
労
協
の
一
層
力
強
い
取
り
組

み
を
要
請
し
た
。

　

慶
島
事
務
局
長
の
答
弁
を
経

て
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、

役
員
改
選
で
は
住
野
議
長
、
慶

島
事
務
局
長
、
蒔
田
純
司
事
務

局
次
長
が
再
選
さ
れ
た
ほ
か
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
か
ら
小
島
哲
氏

が
新
た
に
事
務
局
次
長
に
選
任

さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻

山
会
長
と
政
所
事
務
局
長
が
副

議
長
・
幹
事
に
そ
れ
ぞ
れ
再
選

さ
れ
、
新
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。

メインテーマと併せ、サブテーマに「社会変容に適切
に対応し、意欲高く続けられる環境を創出しよう」と
掲げ、テーマに込めた思いを熱く参加者に訴えた

広田氏（中央）と当選を祝すＪＲ連合・ＪＲ四国労組

第14回政策シンポジウム第14回政策シンポジウム

政所代議員

吉田代議員

連
合
第
18
回
定
期
大
会

社
会
を
支
え
続
け
る

産
業
へ
の
支
援
を

交
運
労
協
第
39
回
定
期
総
会

男
女
平
等
参
画
・
多
様
性
推
進
等

取
り
組
み
を
要
請

【第二部　単組取り組み報告】
ＪＲ九州労組　　書記長

大久保　浩　氏
　「人事・賃金制度改正の取り組み」
ＪＲ西労組　　　中央副執行委員長

川原　孝義　氏
　「人財の確保および定着と

成長に向けた提言」
ＮＥＳＣＯ労組　執行委員長

南　　直孝　氏
　「フレックスタイム制の導入と

きたる2024年問題」

魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
産
業
を
創
り
上
げ
る
改
革
を

     

首
藤
教
授
「
Ｊ
Ｒ
連
合
も
っ
と
頑
張
れ
」
と
エ
ー
ル

魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
産
業
を
創
り
上
げ
る
改
革
を

     

首
藤
教
授
「
Ｊ
Ｒ
連
合
も
っ
と
頑
張
れ
」
と
エ
ー
ル

参議徳島・高知補選

広
ひ ろ

田
た

一
は じ め

氏が当選
（ＪＲ連合議員懇元幹事）

参議徳島・高知補選

広
ひ ろ

田
た

一
は じ め

氏が当選
（ＪＲ連合議員懇元幹事）

　10月22日に投開票が実施された参議院徳
島・高知選挙区の補欠選挙で、広田一氏が
無所属で立候補のうえ、見事当選を果たした。
　広田氏は、「ＪＲ二島貨物経営自立実現
ＰＴ」で主導的役割を果たし、ＪＲ連合の
政策実現に尽力してきた。ＪＲ連合との連
携をより一層深めていく。

　10月22日に投開票が実施された参議院徳
島・高知選挙区の補欠選挙で、広田一氏が
無所属で立候補のうえ、見事当選を果たした。
　広田氏は、「ＪＲ二島貨物経営自立実現
ＰＴ」で主導的役割を果たし、ＪＲ連合の
政策実現に尽力してきた。ＪＲ連合との連
携をより一層深めていく。
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～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり

　

10
月
18
日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合

第
１
回
業
務
担
当
者
会
議
に

政
所
事
務
局
長
と
相
良
夏
樹

組
織
局
長
が
参
画
し
、
Ｊ
Ｒ
東

海
連
合
の
鎌
田
隆
司
事
務
局
長
・

奥
村
敬
弥
事
務
局
次
長
（
Ｊ
Ｒ

連
合
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
代

表
幹
事
）
と
と
も
に
、
建
設
業

に
携
わ
る
グ
ル
ー
プ
労
組
の
代

表
者
（
主
に
施
設
・
電
気
系
統
）

を
対
象
と
し
て
、
「
建
設
業
の

２
０
２
４
年
問
題
」
に
関
す
る

課
題
認
識
や
想
定
さ
れ
る
影
響

に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

長
（
新
幹
線
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
労
組
）
の
出
席
が
あ
り
、
工

事
の
発
注
側
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
か
ら
井
形
優
介
中
央

執
行
委
員
も
参
画
し
た
。

　

建
設
業
の
２
０
２
４
年
問
題

と
は
、
「
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
」
が
２
０
２
４
年
４
月
か

ら
建
設
業
に
も
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
生
じ
る
諸
課
題
を
指

す
。
Ｊ
Ｒ
産
業
に
お
け
る
建
設

業
は
主
に
グ
ル
ー
プ
会
社
が
対

象
で
あ
り
、
鉄
道
設
備
等
の
工

事
、
保
守
、
管
理
を
は
じ
め
、

駅
舎
等
を
含
め
る
と
一
般
の
建

設
物
ま
で
幅
広
く
Ｊ
Ｒ
産
業
の

建
設
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

　

鉄
道
関
係
工
事
の
多
く
は
列

車
が
運
行
し
な
い
夜
間
等
に
施

工
さ
れ
る
た
め
、
１
日
当
た
り

の
施
工
量
は
、
昼
間
に
施
工
で

き
る
一
般
の
建
設
業
界
よ
り
僅

少
と
な
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
か
ら

一
次
受
注
す
る
グ
ル
ー
プ
会
社

は
、
施
工
に
必
要
な
人
財
を
協

力
会
社
か
ら
募
っ
て
お
り
、
こ

う
し
た
多
重
契
約
構
造
下
に
お

い
て
は
、
発
注
者
（
Ｊ
Ｒ
本
体

や
グ
ル
ー
プ
会
社
）
か
ら
受
注

者
（
グ
ル
ー
プ
会
社
や
協
力
会

社
）
に
対
し
て
適
正
な
契
約
の

も
と
十
分
な
金
額
が
支
払
わ
れ

な
け
れ
ば
必
要
な
要
員
を
確
保

で
き
な
い
。

　

現
状
に
お
い
て
も
、
原
材
料

価
格
の
高
騰
や
人
手
不
足
に
よ

る
人
件
費
の
上
昇
へ
の
対
応
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
連
合
は
本
問
題
を
、
事
業

の
存
続
を
脅
か
し
か
ね
な
い
重

大
な
課
題
と
認
識
し
、実
態
と

課
題
の
明
確
化
を
目
的
と
し
て

グ
ル
ー
プ
関
係
単
組
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
開
始
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
業
界
の
特
情
を

踏
ま
え
た
課
題
解
決
の
動
き
を

創
り
出
す
た
め
、
実
態
の
さ
ら

な
る
把
握
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ

労
組
連
絡
会
・
エ
リ
ア
連
合
・

加
盟
各
単
組
や
関
係
他
産
別
と

の
連
携
を
深
め
る
。

　

今
後
、
具
体
的
な
解
決
策
を

政
府
政
策
に
反
映
す
べ
く
関
係

国
会
議
員
や
連
合
、
交
運
労
協

と
の
連
携
も
強
化
し
て
い
く
。

施
し
た
。
グ
ル
ー

プ
労
組
か
ら
は
南

﨑
正
道
執
行
委
員

長
（
東
海
交
通
機

械
労
組
）
、
太
田

良
友
也
執
行
委
員

長
（
新
生
テ
ク
ノ

ス
労
組
執
行
委
員

長
）
、
鈴
木
啓
一

郎
執
行
委
員
長

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
海
建
設
労
組
）、

宮
原
彬
執
行
委
員

　

10
月
20
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
を
訪
問
し
、
今
年

度
の
総
対
話
行
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

　

総
対
話
行
動
は
、
加
盟
各
単

組
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ｒ
連
合

を
支
え
る
組
織
に
Ｊ
Ｒ
連
合
が

赴
き
、
直
接
対
話
を
通
じ
て
Ｊ

Ｒ
連
合
が
描
く
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
２
０
１
９
年
度
に

取
り
組
み
を
開
始
し
て
以
降
、

今
回
で
３
回
目
の
実
施
と
な
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
め
ざ
す
姿
は
、

２
０
２
０
年
に
策
定
し
た
「
Ｊ

Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
と
お
り
、
Ｊ
Ｒ
産
業

お
よ
び
関
係
各
社
の
持
続
的
成

長
と
組
合
員
・
家
族
の
幸
せ
実

現
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

Ｊ
Ｒ
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
が

一
層
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

中
、
め
ざ
す
姿
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
改
め
て
私
た
ち
労
働

組
合
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
Ｊ

Ｒ
連
合
に
加
盟
す
る
単
組
、
そ

し
て
８
万
人
を
越
え
る
す
べ
て

の
組
合
員
が
と
も
に
考
え
、
共

有
し
、
明
確
化
し
、
そ

し
て
実
行
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
単
組
や
職
場

の
声
を
丁
寧
に
把
握
し
、

様
々
な
課
題
を
集
約
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

と
の
認
識
に
立
ち
、
今

年
度
も
総
対
話
行
動
を

開
始
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
で
行
っ

た
今
次
総
対
話
行
動
の

中
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
執

行
部
か
ら
そ
う
し
た
思

い
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
昨

今
の
Ｊ
Ｒ
産
業
・
労
働
界
を
取

り
巻
く
組
織
課
題
や
政
策
課
題

を
共
有
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
執
行
部
か
ら

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
化
し

た
組
合
員
の
意
識
や
組
合
活
動

を
展
開
す
る
う
え
で
の
課
題
な

ど
、
職
場
実
態
に
基
づ
い
た
質

疑
が
あ
り
、
多
く
が
一
朝
一
夕

に
は
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い

も
の
の
、
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
解
決
の
鍵
で
あ
る
と

の
認
識
を
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
部
と

一
つ
に
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
少
子
高

齢
化
、
働
き
手
の
減
少
、
離
職

の
増
加
な
ど
、
私
た
ち
の
前
に

は
厳
し
い
現
実
が
立
ち
は
だ
か

る
。
し
か
し
、
将
来
は
私
た
ち

の
手
で
変
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
Ｊ
Ｒ
産
業
に
集
う
す
べ
て

の
仲
間
が
安
心
し
て
将
来
を
展

望
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
労
働

組
合
が
そ
の
役
割
に
磨
き
を
掛

け
、
労
使
が
課
題
を
共
有
し
な

が
ら
胸
襟
を
開
い
て
向
き
合
い
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発
展
を
実

現
す
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
仲

間
と
家
族
の
幸
せ
に
繋
が
る
。

そ
の
決
意
を
胸
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合

は
、
今
後
も
総
対
話
行
動
を
展

開
し
、
加
盟
各
単
組
と
課
題
と

問
題
意
識
の
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
い
ま
だ
Ｊ
Ｒ
連
合
に
結

集
し
て
い
な
い
Ｊ
Ｒ
産
業
で
働

く
多
く
の
仲
間
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合

へ
の
結
集
を
力
強
く
呼
び
か
け

て
い
く
。

　ＪＲ四国ステーション開発労働組合は、社
員・契約社員から構成される46人で組織する
労働組合です。コロナ禍による景気の低迷、
物価高により生活が苦しくなる中、しっかり
会社にもその現状を訴え、生活改善を図るた
めの話し合いの場が必要であると考え、2023
年４月21日に結成大会を開催し、同日ＪＲ連
合およびＪＲ四国連合に加盟しました。

　ＪＲ四国ステーション開発㈱はＪＲ四国グ
ループの一員として、本年10月にＪＲ徳島駅
ビル開発㈱と合併するなど、四国４県を事業
領域としています。
　また、業務内容は商業施設・飲食店舗の運
営をはじめ、ベーカリー事業、駅弁事業、駐
車場事業、損害保険事業のほか、2024年春
３月開業予定の高松駅ビル「TAKAMATSU 
ORNE」、2024年秋に開業予定の松山駅高架
下商業施設の運営管理を担うなど幅広い業務
を行っています。
　組合員が携わる職種、勤務箇所も多様であ
ることから、個々の組合員の多様な声をしっ
かり把握し、問題解決に繋げることで、多く
の組合員から支持される「明るく働きがいの
ある職場」を作り上げていき、より多くの仲
間がＪＲ四国ステーション開発労働組合のも
とに集まるよう取り組んでいきたいと思いま
す。ともに頑張りましょう。

ＪＲ四国ステーション開発労働組合

４月21日同労組結成大会にて

ＪＲ九州労組との総対話

Ｊ
Ｒ
連
合「
総
対
話
行
動
」ス
タ
ー
ト

直
接
対
話
を
通
じ
て

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

建
設
業
に
関
わ
る
グ
ル
ー
プ
労
組
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ

「
建
設
業
の
２
０
２
４
年
問
題
」に
関
す
る

Ｊ
Ｒ
産
業
の
課
題
を
抽
出

関係単組代表者からのヒアリング

【ＪＲ東海ユニオン】
〈協約等の改訂に関する事項〉
・フレックスタイム制の拡大
・昇格試験における欠勤期間の取扱
　いの変更
・職名の新設
・基本協約の条文改訂
〈制度等の改正に関する事項〉
・非現業におけるスマートワークの
　導入
・新幹線通勤の区間拡大
・出張時等における新幹線指定席利
　用の変更
・勤務関係帳票類の変更
・エリア・チェンジ制度の利用申請
　要件拡大
・社員持株会の見直し
・職場つみたてＮＩＳＡの導入
・技術開襟シャツの見直し

【ＪＲ西労組】
・事前通知の見直し
・配偶者同行制度（異動）の新設
・配偶者同行休職の新設
・「新型コロナウイルス感染拡大に
　伴う勤務等の一時的な取り扱い」
　の恒久化等
・勤務制度等の改正
・女性特有の健康課題に対する支援

【ＪＲ四国労組】
・年間休日数の見直し等

・指令業務手当の新設
・大型動物処理報労金の新設
・新規採用時の年休付与日数増
・乗務員の行路拘束時間短縮に向け
　た勉強について言及
・準組合員の基本賃金引上げ
・女性制帽の損耗貸与を確認

【ＪＲ九州労組】
・社員の申出に基づく降格の実施
・配偶者の転勤等に帯同するための
　休職の新設
・時間単位年休の対象者拡大
・フレックスタイム制の一部見直し
・育児・介護を理由に退職した社員
　を対象とした再雇用制度の見直し
・賃貸住宅解約援助金の新設
・社宅等の入居対象者拡大
・住宅援助金の支給対象者拡大
・被服貸与基準の見直し

　労働協約とは、労働組合と使用者が、労働条件などの労使関係に関する
事項について合意した取り決めを、労働組合法に則って締結したものであ
り、労働基準法において「就業規則は、法令または当該事業場について適
用される労働協約に反してはならない」（同法第92条第１項）と規定され
ているとおり、就業規則に優位するものと認められている。
　各単組は、組合員から寄せられた意見に基づき会社と団体交渉を積み上
げ、４単組において以下の成果を引き出した。また、貨物鉄産労において
も、交渉を鋭意展開した。

労働協約【労働条件等】改訂内容（概要）
組合員の声をもとに交渉に望み

成果引き出す


